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ABSTRACT: The bead -ornaments excavated from th c sites in Okinawa, l¥liyako and Yaeyama archipel-

ago are comp1lcd in this paper to show some localities of bead types. On the other hand, the quantity 

of excavated beads, as well as the site characteristics, differs between Gusuku and l¥fodern periods. Also, 

a concentration of bead-ornaments inしhe'uganj:vo(worshipshrine)'can be seen both in the scttlemcnし

sites and in Gusuku(castle)sites. The bead-ornaments should havfl had an importanしfunctionin rituals, 

according to the folklore data and the descriptions in --omoro-sosi''. 

l . はじめに

沖縄、宮古・ 八重Uil諸島におけるグスク時代から近iltに相当する追跡において、ガラスやイ］などを

川いた勾玉、）しT、管恨といった多様な玉製品が出上する。近年、発掘調壺の増加に伴ない玉製品の

出土数も年々増加する傾向にあるが、王に関する名古学的研究は、二島格のとんぼ玉に関する論名が

ある程度で、数少ないのが現状である。

そこで今同は、 ［製品に関する各分野の研究成果を概観し、その研究の成呆と考占学的研究におけ

る課題を＇且示した上で、グスク時代から近 llf:に相'½する追跡から出上した E製品を集成し、その形態

的な実態と、出上状況及び出土年代から芥 Fの者察を試みたい。なお、グスク時代の定義は，心j再廣衛

の定義に準じて 12世紀 ~ 16!11:紀！、近世の定義は梅本哲人の定義に準じて17世紀~19 jU; 紀とする l o 

2. 研究史

王製品の研究は1980年代後平から開始された。研究史を概観するにあたって、研究視点の相迫及び

研究分野の椎移に）よづき、研究史を I ~ I\' 期に時期区分した 。

第 1期 玉製品に関する記事が掲載される時期

王製品に関する最占の記録は1317年の 「n;,し）廿府誌Jにおいて、青、黄、白色の勾玉頴を所持した宮

古人が温）+Iに漂着したとの記事である 3。1497年には 「李朝実録」「斉ヽ）・!・!島人漂流見llH録」で、先島

諸島の人々が「水精大珠」や「掛王」といた玉類を身につけていたとの記述がみられる 1 0 

先島諸島の玉類に関する記録や歌謡は多く、「バイフタ フンタカ ユングドゥ 3」「土原女按司の

アヤグ 5」などで謡われている。1693年には 、宮占人と大和人がU本で製追した多数の勾玉を八巫山

人に売りつけたため、これを禁ずるものとして「曲]~買入禁止に関する古文古」がある 6。沖縄最古

の歌謡集である 「おもろそうし」 においても、玉製品が随所で謡われている 。 「かはら」あるいは

「かはら玉」と表現されているのが勾玉である 7。 なお、「かはら」に関しては「瓦」と解釈するか

噂王」と解釈するかで1900年代前半~1940年代にかけて論議がなされているが、これに関しては第

m期において後述する。
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第II期 民俗学による研究が開始 (1800年代~1890年代）

玉製品が学問的な研究対象として注目されるのは本期からであり、その先鞭をつけた研究分野は民

俗学である。

1887年に、田代安定が研究者として初めて沖縄諸島の玉製品についての報告を行った。田代は沖縄

で勾王が巫女の飾りや家宝となって伝世されていると報告した 8)。1894年には烏居龍蔵が小竹を管状

にし、これを連ねて頸部に掛ける竹珠（はけだま）という装飾品に注目して、竹珠に関する考察と勾

玉の形式分類を行った。鳥居は沖縄の勾王と本土の勾王の比較検討を今後の課題として呈示した 9)。

この課題に最初に取り組んだのは中井伊呉太である。1895年、中井は古墳出土の勾玉と沖縄諸島の勾

王を比較、形質、石質、意匠ともに本土のものとの類似を指摘、本土からの移入の可能性を呈示し

たIO)。

同年、田代安定は八重山諸島の婦人の頸飾品である 、豆科の実を連ねた 「アカダマ」の所見と、野

国耕吉氏所有の伝世の勾玉を実見したとの報告を寄せている 11)0

第Ill期 言語学による研究が開始 (1900年代~1940年代）

1900年代に入ると、 「おもろそうしjにみられる「かはら」の言語学的解釈についての研究が行わ

れる。その先鞭を付けたのが伊波普猷である。伊波は当初、 『おもろそうし」で「やまとたびのぼて

かはらかいのぼて ・・」と謡われている「かはら」は「瓦」ではあると考えた。金石文の調査のた

め、東恩納寛惇と共に浦添城跡を訪れた際、「発酉年嵩麗瓦匠造」と刻銘のある瓦を発見したことか

ら、「おもろ」にみられる「かわら」は城普請のために大和に瓦を買い付けに出掛けたことを謡った

ものと解釈121、真境名安興も伊波の説を支持したが13)、1929年に「かはら」は勾至の意であると訂正

した。国頭村辺土名の「ウンジャミクエナ」に「絹衣装取いが うんつけーされて がはな取勾が

うんつけーされて」とあることから 、「かはら」は「がはな」が訛り、かはら玉の意に解せるとした

のである叫 昭和17年には伊波も自説を訂正している。

言語学的解釈と平行して、民俗学の視点からも引き続き研究が進められている。1919年には島袋源

一郎がノロが祭祀に臨む際のいでたちについて触れ、ノロは消白の服装をし、舒をさして勾王を首に

掛け、馬に乗り、多くの神女を従えていると紹介している 15)。1923年には宮良営壮が八重山諸島の婦

人たちが身につけている玉類の紹介と、玉類を身につけることの意義について考察を行った。八重山

では、神人がそのしる しのため勾玉を掛けており 、一般の婦人は植物の実を用いて作ったものを首に

掛けているとし、玉は単に装飾の為に身につけていたのではなく、悪神や邪気を回避するための魔除

けの意味合いがあると考察した16)0 

1930年代に入ると勾玉の形式分類や、朝鮮、日本本土の勾玉との比較検討等から、移入元に関する

論議が行われるようになる。 しかし、対象となる王製品は伝世品が主で、考古資料を対象に研究が行

われるのは第W期に入ってからである。

1933年、島田貞彦はノロ、按司の所有する勾玉に注目、大型勾王と小型勾玉の 2形式に分類し、そ

の移入元についての見解を呈示している。両形式とも材質は日本本土、南朝鮮で見られる石製勾杢が

多く、沖縄諸島では産出しないものであることから、 一個の完形品として両者のうちのどちらかから

移入されたものだあろうと述べている。島田は、南朝鮮及び日本本土においてはとんど発見されてい

ない大型勾玉について、沖縄という限られた地域で愛好された要因を立証することは現在のところ困

難であるが、玉製品の盛行期及び流通を考察するにおいて重要な資料であるとしている。小型勾玉に

ついては、本土古墳出土の勾玉とほとんど差がみられないが、小型勾玉の中に朝鮮型の勾玉と類似し
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たものが少なからず存在することに注目して、朝鮮との交流の一端を担うものではないかとの見解を

呈示している。勾玉の移入経路については、硬屯の所産地を南中国地方と考える浜田耕作の一案を指

示し （当時国内で硬玉の産地は未発見。昭和14年に姫川流域で産地が発見された）、玉流通経路の地
域的関係において中心点に立つ沖縄の勾王は、玉．の産地から日本本 1:へ、日本本上から沖縄へ移入さ
れたものではないかと説いている"。

1944年、 F地花は宮占島の勾玉に注目し、その形態的な特徴や勾韮に関する伝承、古記録から移人
元を検討して、木七説と南方説の二説を論じている。宮古烏における勾玉の一般的な形式は、胎児形

で頭部や頸部の孔に向けて三本の放射線を有する「子頭勾玉である。宮古島に勾王が搬入された年代

に関しては、 「i品）+I府誌」や 「勾玉買入れ梵止に関する古文ぽ」幹からみて長期に亘るのは明瞭であ
り、移入の陸盛期は本 tと沖縄の往米が活発になる江戸時代中期頃で、琉球、八碩山人が勾玉類を珍
巫していることから大姑生産した勾kを宮古島まで大姑に輸出したのであろうと考えた また一方で
は、勾玉が「カハラ」「マガーラT」と呼ばれることから、「マガーラ［」は「真爪珪（マカハラ）」
の変化で、爪娃 （ジャワ）から移人されたためマガーラ玉と称するのではないかとの南）j説を早示し

た。 しかしド地は琉球人が南詐貿易に従・ff.していた記録は 「球1場」「歴代‘宜案」「おもろさうし」「明
史」等に散見することができるが、勾王がn本から移人されたという説を覆すだけの；行料は現在のと
ころみられないとし、本ヒ説を支持している 1,.., 

第 IV 期— a 発掘調査の開始 (1960年代~1980年代）

和!Jjに人ると辿跡の発掘誰l介がはじまることで、衿古学の研究調1f:が開始される時期である。
196'1年、琉球政府文化財保渡委員会による勝連城跡第 一次発掘調1tによって、 E製品が49点出上し
た"'。 1979年には沖縄di仲宗根具塚第プ次発掘調1f:におしヽ て122,点が出上;,,、1981年には大里村稲福迅
跡において 100,点以 1こが出上し、うち140個の小 Eが柱穴からまとま って得られた"。 1984年~1986年
にわたって行われた勝連城跡発掘調1tでは、 200点以上の玉製品が報告された＾ うち60点は貝製王で、
得られた1t料には未製品も多く含まれることから、 日瓜枡は製作過程を 4段階にわけた。上原氏はそ
の結果を踏まえ、城内で玉の製作を行っていたであろうとの見解を示している ；

民俗学の研究も引きつづき行われている。1985年、森Rl係栄は八重111諸島の民族芸能に川いる蔓と
挿化に付随する森 Eの呪性にf.(豆せをあてて論述した＾森打1は八市．山人が玉を愛好する裳因として、神
虚とのかかわりにおいて Eをmいることで呪性が深まるとの考えがあったのではないかと述べている
「おもろさうし」に謡われる+.::もヽ霊力を憑依させ、名の象徴としていた様子が伺える。そのことか

ら、八重山芸能における頭飾り下げる小干．、 i溶玉も霊魂の象徴、または依りしろとなってであろうと
述べている 。

第IV期―b 考古学的研究の開始 (1980年代～現在）

1988年、て島格は宮占島の砂川元島で出 tした 2個のとんぼ Eに注日し、九州及び台高のとんぽ玉
との比較を行い、移入経路について考察した ここで初めて発掘によ って得られた出土品を対象とし

た考古学的な研究が行われたっ三島は移入元について共伴する陶飽器から中同説、台湾の先住民が同

煩、同型のものを大紐に所持していることから台沿説の 2説を屯示した。二島は宮田俊彦の福1+1と琉
球を往復する船便が台沼北部の淡水に寄港しているようだとの見解から（図 2)、先住民が所持する

とんぽ玉が福建系漢民族にながれ、それが宮占人に渡ったのだろうと考え、台湾説を支持している cl

1900年、 ；．島は若干の1t料の追加と所見を呈水、平西貝塚採取のガラス玉がパイワン族所持のガラ
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ス干に類似していることから、台湾説を補強するものとして紹介している必゚

1999年、知念村教脊委員会の迎構整備にかかる発掘調査が知念村斎場御嶽でおこなわれ
、 三庫理の

「イビヌメー （威部の前）」 と称される場所から、金箔の勾玉、翡翠、珊瑶、ガラス製の
勾玉総数9点

が出土した。金箔製のうち 1点は行磁碗の中に納められ、その他の勾玉は銭貨と共伴して出上し
てい

る。「イビヌメー」は最も神堂な場所とされていること、勾菟の総数である「9」という数字が琉
球

神道の聖なる数にあたることから、これらの玉類は「鎖め物」としての解釈がなされて
いる'"'o

本期における言語的研究に、崎間敏勝の論考がある。崎間は 「琉球国由来記」の記1-iに「内殿ヨリ

下シ玉フ御剣、御玉」とあることから、玉は剣と共に王権の重要なシンボルであった
と考えている。

また、崎間は 「おもろさうし」のなかの「たまの みつ まわり」という語句に注目し
た。この語は

おそらく 三重にして首に掛けることのできる長さの屯の輪であり、「世々せ みつ ま
わり 」 との語

句もみられることから、この玉をもつことで世果報 （盟作）を寄せ付けるとの1領意がこめられ
ている

と/fJ怜釈した260 

3. 検討

報告代内で取り扱われている玉製品は報告者によ って分煩方法が異なっており、形式分
頚を行う上

での統一された基準が設定されていないのが現状である。そこで「1本本上における古瑣
時代の玉製品

の形式分類を参考に、当該地出上の玉製品の形式分類を試みたい。

3 - I. 日本本土における玉製品の形式分類

l , 勾玉 （長く湾曲した玉）

2 .~ 怜玉（円筒状をなし、第の軸を短くりJったようなもの）

3 JI韮 （管王の極めて短いもので、長さが直径に逹しないもの）

4, 切子玉（共通の底面を有する多角錘あるいは円錘体）

5, 棗玉 （長い切子土の稜角をと ったような形で、棗の実に似たもの）

6 ,JL玉 （球状をなすもの）

7, 蜜柑モ （丸ゼ．の側面に縦の凹線があるもの）

8, 山椒玉（共底面円錘体の側面に縦の［川線があり、山椒の実に似たもの）

9''ド玉（丸玉を両側面から押しつぶしたもの）

10, 小玉 （丸くて小さい玉）

11, 算盤玉 （横断面が円形で、載頭円錘形を 2つ合わせたもの）

12雁木屯 (2色以ヒのガラスで縞模様を表したもの）

13, トンボ玉 (2色以 Lのガラスを浴滸 し、斑紋を表したもの）

1 ~10までは窃橋健自による分類で、今日的研究の基礎とな っている U 。11-13はそれ
以後知 られ

るようになった種類を藤田貨士夫が紹介している !II)0 

3 -II. 当該地出土の玉製品の形式分類

まず、報告者の判断の相違によ って形式の混在している丸玉、小下、平玉、臼玉を丸玉
と して包括、

商さを基準に I~IIIのサプタイプを設定し、なんらかの傾向が読み取れるかを試みた。

・I (l nun~2.9nllll) ・II (3mm~4.9mm) ・III (5 mm以上）。
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マキカイ製の貝製 Eに関しては、その形態から円盤状玉と設定、形態的特徴が顕杓で分類枯準の明
確な勾£、管王、棗 E、鉢盤玉、切r玉、雁木玉に関しては前述した日本本 f-.の分類基準に準じるこ
ととする ＾ その他、六角形 I~は報告:Eりの所見に準じ、泌i形ドはその形態から咆者が設定した。

• 六角形玉一六角錘の卜.端とド端をすぽめた形状を閑するもの
．滴形上ー ド端部にふくらみがあり、 i1ii状を厄するもの
以上、当該地,'I¥!-. の K製品を丸玉、勾 k 、 1 「j 盤状王、竹 I~、棗宝、符盤玉、雁木玉、切 f 1-:、六角
形 f、滴形Eの10種に分類し、検討を行った。

3 -Ill形式別出土傾向

表4- 1·2 に追跡別出上 —―屁表、同 l に追跡分布図をボし、図 3 -6に各形式を図ボした
丸玉が （図 3 1-9)1132/.i:、全休の85%と蔽も多 く、勾 E<図 5 1 -9) 74、1・閉、円盤；IX玉
（図 4 1 -5) 65点、管 k(図 6 1 -3) 18、1ば、棗玉 （図 6 .J -5) 10点とな っている その他の
形式 (I-xi6 6 -10)の出上数は 2-l .'.'.(とごくわずかなものであ った
) L [ J,J32. 点のうち、報告，片及び実兄によって叶測が11J能だった1315点を対象にサブタイプ別の分類
を行った。出」-_状況をサブタイフ別にみると （表 1)、 Iの出 tが51%と半数を古め、ついで IIが33
%、 IIIが16°oの出」：とな った。 この結果を見ると、 1 mm -2.9mmに収まる範囲のタイプが最も 一般的
であったと思われる c しかし、この出J_傾向になんらかのイi意性がみられるかを検討するにはいたら
なかった。

3 -IV. 材質別出土傾向

いずれの種類でも、ガラス製のものが蔽も多く出上している

材1'Iがも っともバラエティに面んでいるのは丸 Eで、ガラスのほかにl;iJ製、石製、イi灰因製、土製、
木製、具製、のものがみられる。ガラス製や陶製の玉は貸屯品としての価値があ ったものと息われる
が、上製、イil:J-i宕製、木製、 H製、'¥']製のものに関しては、実用していた可能性の他に、なんらかの
祭祀や儀式で玉製品を使Iiiするための代用品であった叶能性が老えられる i: 7j: 出 I::.追跡をあげると 、
本製が朴む射名グスク " 、具製が良志必森川逍跡や仲~;ー：根貝塚•' 、上製、イi灰岩製が我謝逍跡＇‘ で出上
している

勾玉はガラスの他に仲宗根JP袋や我謝逍跡,,.'"などで上製、）砂ド伊で貝製、点楊御ぷぶ,,で金製、
翡翠製、硬 1.:.製、 I馬樅製のものが出上している。上製勾 E・ 貝製勾］、：に関しては、丸玉．と同じく代用
品であ ったfl「能性が考えられる。貝製勾王に関しては、貝が）LTではガラスについで多く使用されて
いる点、勝連城跡においてマキガイ製の円盤状玉が城内で製作されていた可能性がある、点から、貝と
いう材質をfl]いることに何らかの衣味があ った可能性もあるのではないかとも思われる。
金装勾玉に関しては、真栄ギ房敬が戦前、 m1得大社の所有する酋飾りの中に金製勾 Eも放点含まれ
ていたと紹介をしているが＂＇、現在間得） (,({の勾［が紛失しているため、比較検討を行えないのが現
状である。

その他の玉はカラス以外に砂川元島で水晶製＂、,・::i膀遺跡で翡翠製四＇、伊佐前原第 一追跡で貝製の
特 E 、勝述城跡で陶製の棗 E・"などが出 I・.している。

3-V遺跡の性格及び年代別出土状況

次に、出 J・.遺跡を大きくグスク、集落追跡、古硲、宗教・祭祀遺跡の lつの性格に分類し、グスク
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時代、近世それぞれの出土状況から検討を試みたい。複合追跡に
関しては、玉製品が出土した地点の

属する性格にから設定した。なお、撹乱層、表土層から出土した
ものや出土層が不明なものに関して

は、検討の対象から除外 した。

表2-1、2にグスク時代の遺跡別出土状況、表3-1、2に近世の遺跡
別出土状況を示した。

まずグスク時代の出土状況をみてみると 、グスクからの出土が
5辿跡160点、集落遺跡からの出土

が11逍跡695点と集落遺跡が追跡数、出土数と もにグスクを大きく上回っ
ている。グスクで最も出土

数が多いのは勝連グスク、集落遺跡で最も 出土数が多いのが稲福
遺跡である。

グスク内で出土した玉製品は、遺跡の性格状権力者や有力者の所
有物であったと考えられる。勝連

城二の郭拝所から丸玉、勾玉が出土しており 28)、王が祭具として
用いられた可能性が高い。

集落遺跡では稲福追跡において特筆すべき出土状況を呈している
。同遺跡では「上御願」拝所近く

の柱穴からまとまって140個の小玉が出土しており、また玉製品は伴わな
いものの、「上御願」拝所に

伴なう石列から20数枚の占銭が一括して出土している。 この場所は 「琉
球国由来記Jに収録された

「L之狐」に比定される拝所であろうと推定されることから 211、稲福追跡は
祭祀上の重要な造跡であっ

た可能性がある。

グスク時代において、仲宗根貝塚、稲福遺跡、真志喜森川迫跡迅跡
など複数の集落追跡からまとまっ

た出土がみられるのに対し、近世の出土傾向をみてみると占墓か
らの出土が4追跡420点、宗教遺跡

からの出土が3辿跡41点、集落遺跡からの出上が2遺跡4点で、グス
ク時代とは異なる出土状況を呈

している。

占硲においては、420点中406点がナーチュー毛遺跡出土である。そのう
ち 1個の蔵骨器から300点

以上の王製品がまとまって検出されており 、現時点では古品にお
ける一括出土の貴重な例である 5610 

そのほかに蔵骨器からの検出は奥間ノロ品の36号蔵骨器から 2点、ヤ ッチ
のガマの 1号区画 9内、 8

号区画 9内より各 l点、 9号区画12内より 2点が検出している。

宗教・祭祀追跡において特箪すべき出七状況を呈しているのは、
斎場御紐における勾玉 9点の一括

出上である。勾玉のうち 1点は、青磁碗の中に納められた形で検出され、他
の 8点の勾王は敷き詰め

られた古銭と共伴して出土した。仔磁・勾王 ・古銭が一括して
出土した場所は「威部の前 （イビヌ

メー）」と呼称される場所で、これは神の在所を示す言葉である
こと、勾玉、青磁碗がともに 9点ず

つ出上しており、「9」という数字が琉球神道において最も神浬な数として
認識されていると いう観

点から、報告書では「鎮め物」との解釈がなされている 26,0 

グスク時代ではグスクや集落造跡などから多数出土する玉製品が
、近世にはいると宗教造跡、古墓

からの出土に変化している。統一王朝を確立させるにあたり、首
里王府は固有信仰を再編して聞得大

村を頂点とした神女組織を確立 した叫 グスク時代にグスクや集
落において、玉製品を祭祀具として

独自の祭祀を行っていたものが、祭祀の統合により廃絶されたた
め、出土傾向にこのような変化がみ

られるようにな った可能性が考えられる。

4. 今後の課題

以上、本稿では沖縄諸島及び宮古八重山諸島におけるグスク時代
～近世出土の玉製品に関する集成

と考察を行った。本節ではそれらを踏まえた上で今後の研究課題
を呈示し、本稿のまとめとしたい。

本稿では玉製品を分類するにあたってその形態とサイズから分類
を行い集成したが、その出土傾向

になんらかの有意性がみられるかまで検討するにはいたらなかっ
た。玉製品の材質をみるとガラス製

のものが最も多かったが、マキガイを用いた円盤状玉や、丸王に
土製、木製、貝製が、勾玉にも土製、
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貝製のものがみられるように、在地の索材を用いた製品も出土している。これらは代用品の可能性が
考えられるが、あるいはこれらの材質を用いるのに何らかの意義があった可能性も否定できない。文
献資料や民俗学的な使用例が手がかりとなるのではないかと思われる。 また、韮製品の出土追跡や出
上年代から、非常に表層的ではあるが王製品の持つ意義について考察を行ったが、推測や仮定の域を
出ない不卜分なものとなってしまった。造跡の性格や出土追構、共伴遺物を視野に入れた出上遺跡全
体からの検討と、硲制や祭祀に関する研究とのリンクが必要であると思われる。

なお、本稿では玉製品の移人元に関する考察を行うには至らなかった。今後は玉製品全般を対象に
研究を深化させていくことで、他地域との交流の様相をより明確にすることが課題である。
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沖縄県教-tf弓冠員会 1985 「アラスク村逍跡 ・ ウイヌスズ追跡発掘調在報告古t」 沖縄県文化財，J~在報告£界第62集

ロ1'86 1i垣di教fi委n会 1983 「 ピロースク迅跡ー沖縄県石垣市新川 ・ ピロースク追跳発掘調介ミ報告,t~ -J 石垣市文
化財調在報告第6号 石煩 RLI教-ft委 l~会

~187 r'i'山学院大学文学部史学研究室 1977 「ヤマハレー遺跡発掘凋査概報J
註88 沖縄限教介委員会 1976 「・r:得仲本餌l恥誼亦発掘瀾査報告J
,,t89 与別り 1982 「伊那良逍跡発掘，凋介概rfl」
dJ:90 沖縄県教行委員会 1991 「ヒ村辿跡一直要追跡確認調査報告ー」 沖縄県文化財晶介報告1附t第98集
nl:91 与那固町教育委員会 1988 「'j-JJF,良辿跡一個人牒家の・WI地改良に伴う緊急発掘溝在報告ー」 与那国町文化財調
査報告占第2集
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註92 高橋健自 1911 「鏡と姻とエJ 貨山房

辻93 藤nI霜上夫 1990 「考占学ライ プラリー52 玉」
ニュー ・サイエンス社

註94 上原耕 1990 「装飾品 4貝製品」 「勝辿城跡ー北
且塚二の祁および-=:の郭の遺構調在」勝連町教脊

委員会

註95 高良倉吉 1983 「占琉球」「沖縄歴史地図J宮城栄昌 .i', は宮樅
衛他 柏杏房

註96 貞栄平房敬 1972 「勾宝」「沖縄文化史•JJ典」 琉球政府文化財保設委且会

註97 沖縄県立埋蔵文化財センター 2001 「竹里城跡
ー管理用道路地区発掘調在報告-;:i:-」沖縄県立埋蔵文

化財セン

ター調査報告苫第 1集

註98 沖縄県哩蔵文化財センター 2002 「直用城跡一継
世門周辺地区発掘調査報告晋ー」沖縄県立埋蔵文化

財センター

濁1f:報告杏第9躯

追品 ：原栢執喰後、新たに典味深い資料がみつか
った。研究史でもふれたが、烏居龍蔵、田代安定

などが宮占・八重ill

において調査を行った際に持ち帰ったと思われる
勾王の写貞3点である。波照間島において入手されたもので

あ

り、当時の調査範囲や勾王の分布を知るうえでrt重な森料である。なお、この森料を掲載する
にあたって安里嗣

淳氏、盛本勲氏のご教示と、沖縄県公文占：館の高
額朝誠氏、当山晶直氏には脊料の使用についての

ご許nJとご協

力を頂きました。記して深く感謝巾し上げます。

東京大学総合研究所博物館所蔵の沖縄関係考古資
料（沖縄県公文書館提供）
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